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愛
媛
県
神
道
青
年
会

会 
長
　
柳
原
　
永
祥

新
年
度
挨
拶

　

先
ず
以
て
、
謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥

栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
各
御
社
頭

の
御
隆
昌
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
よ
り
、
会
員
は
も
と
よ
り
先
輩
諸
兄
を

始
め
神
社
庁
及
び
各
神
社
宮
司
様
方
の
格
別
な
る

御
理
解
御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
諸
事
滞
り
な
く

遂
行
で
き
ま
す
事
を
衷
心
よ
り
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

此
の
度
、
十
亀
雅
史
前
会
長
よ
り
指
名
さ
れ
、

臨
時
総
会
に
て
承
認
を
戴
き
会
長
に
就
任
致
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
役
を
任
さ
れ
、
責
務
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
元

よ
り
浅
学
菲
才
の
身
で
あ
り
ま
す
の
で
、
多
々
ご

迷
惑
を
か
け
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
一
層
の
御
指

導
御
鞭
撻
を
切
に
お
願
い
す
る
と
共
に
、
本
会
発

展
の
為
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
御
座
い
ま

す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

巻

頭

言

　

ま
た
、
昭
和
四
十
七
年
八
月
に
再
発
足
し
、
先

輩
諸
兄
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
本
会
は
、
本
年

度
に
て
再
発
足
四
十
五
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
脈
々
と
続
く
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
も「
現
状
維
持
は
衰
退
也
」の
精

神
を
持
ち
、
青
年
神
職
と
し
て
行
う
べ
き
事
業
を

展
開
し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
次
の
世
代
が
若
竹

の
如
く
成
長
で
き
る
強
固
な
節
目
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

更
に
本
年
は
明
治
神
宮
競
技
大
会
が
前
身
と
な

る
国
民
体
育
大
会
が
愛
媛
県
に
て
行
わ
れ
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
を
始
め
皇
族
の
方
々
が
御
来
県
遊
ば

さ
れ
る
目
出
度
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
誠
心
を
込
め
て
盛
大
に
奉
迎
申

し
上
げ
る
所
存
で
す
。

　

今
期
の
方
針
は「
神
道
教
化
に
関
す
る
発
信
と

基
礎
固
め
」と
致
し
ま
す
。
現
在
は
伊
勢
の
神
宮

へ
の
参
拝
者
数
増
加
や
、御
朱
印
集
め
の
流
行
等
、

神
社
界
に
お
い
て
良
き
報
せ
も
耳
に
し
ま
す
が
、

人
口
減
少
、
少
子
化
、
過
疎
化
と
特
に
地
方
の
氏

子
数
は
大
き
く
減
少
し
大
変
な
時
代
が
到
来
し
て

い
ま
す
。
神
社
と
お
寺
の
違
い
も
分
か
ら
な
い
よ

う
な
人
が
多
く
存
在
す
る
の
が
現
状
で
、
神
社
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
で
す
。
神
社
の
歴
史
や
意
義
等
、
様
々
な
媒
体

を
使
っ
て
発
信
し
、
教
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
為
に
は
神
主
自
身
が
深
い
知
識
を
有

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
神
道
に
つ
い
て
は
勿
論

の
こ
と
、
皇
室
に
つ
い
て
、
地
域
の
歴
史
、
時
局

問
題
等
、
多
岐
に
亘
る
分
野
を
学
び
、
こ
れ
か
ら

の
神
職
人
生
の
礎
と
な
る
期
間
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

周
年
事
業
で
は
五
月
三
十
日
に
行
っ
た
奉
告

祭
、
榊
の
挿
し
木
で
の
育
成
方
法
を
学
ぶ
事
業
を

皮
切
り
に
、
記
念
米
作
り
、
太
鼓
の
映
像
記
録
保

存
を
柱
と
致
し
ま
す
。
記
念
米
作
り
に
お
い
て
は

御
田
植
祭
か
ら
始
ま
り
、草
抜
き
と
抜
穂
祭
ま
で
、

神
事
は
勿
論
の
こ
と
、
無
農
薬
栽
培
の
田
圃
に
て

作
業
も
行
い
ま
す（
主
な
田
圃
の
管
理
は
委
託
し

て
い
ま
す
）。
斎
庭
稲
穂
の
神
勅
を
賜
っ
て
か
ら

永
い
歴
史
を
持
ち
、
日
本
人
の
生
活
に
は
切
っ
て

も
切
り
離
せ
な
い
お
米
。
し
か
し
米
作
り
に
従
事

す
る
人
口
は
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
神

事
の
経
験
が
な
い
神
主
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今

一
度
基
本
の
部
分
に
立
ち
返
り
、
山
の
神
様
、
田

の
神
様
か
ら
恵
み
を
頂
戴
し
て
い
る
こ
と
を
稲
作

を
通
し
て
感
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
太
鼓
の

映
像
記
録
保
存
で
は
、
県
内
全
支
部
の
支
部
長
に

確
認
を
し
て
、地
方
に
残
る
太
鼓
の
拍
子
を
探
し
、

そ
れ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
残
す
と
共
に
、
譜
面
も
デ
ー
タ

化
し
後
世
に
打
ち
方
を
継
承
致
し
た
く
思
案
し
て

い
ま
す
。

　

憲
法
改
正
に
お
い
て
大
き
な
動
き
が
あ
り
、
五

月
三
日
に
安
倍
総
理
か
ら
具
体
的
な
期
間
の
提
示

が
あ
り
ま
し
た
。
北
朝
鮮
よ
り
毎
月
の
よ
う
に
飛

翔
体
が
発
射
さ
れ
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
に

も
落
下
し
て
い
る
異
常
事
態
の
中
、
国
民
の
生
命

と
財
産
を
守
れ
る
憲
法
に
改
正
す
る
こ
と
は
急
務

で
す
。
国
会
議
員
の
三
分
の
二
以
上
で
発
議
さ
れ

た
後
は
国
民
投
票
が
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
過

半
数
を
獲
得
で
き
る
よ
う
、
憲
法
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
周
知
徹
底
し
、
更
に
気
運
を
高
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
数
年
前
、
伊
勢
に
て

行
わ
れ
た
中
堅
神
職
研
修
に
参
加
し
た
際
、
と
あ

る
講
師
先
生
が
講
義
の
最
後
に
こ
う
言
わ
れ
ま
し

た
。「
色
々
説
明
し
ま
し
た
け
ど
、
結
局
神
主
さ

ん
は
勉
強
し
な
い
ん
で
す
よ
ね
。」青
年
神
職
の
短

い
間
に
基
礎
を
固
め
、
共
に
活
動
す
る
中
で
発
信

す
る
力
を
身
に
つ
け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

  祝祭日には国旗を掲げましょう  
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総　　会

役　員　会

会　長
柳原 永祥

理　　事

副会長
矢野 忠臣

事務局長
矢野 忠臣

総務部会
部会長　矢野 忠臣
曽我部 洋輔

会　　員

会員出席率の向上
総務・会計　全般
地区協　全般
　　　　

通年事業

再発足
45周年
記念事業

再発足45周年奉告祭 記念米作り
愛媛の太鼓

観月神楽
慰問神楽

三島・森田慰霊祭
参拝啓発ポスター
時局問題対応

会　　員

再発足45周年記念事業の準備 , 運営 , 完遂・総会や各種事業への出席率向上・会員間の交流を深める

会　　員

教化・渉外部会
部会長　大岡 宜徳

三瀬 洋平
井上 雅仁
柳原 康尚
野口 秀文
佐藤 肇国

担当監事　善家 祐二 担当監事　後藤 正幸

広報・親睦部会
部会長　田窪 大朗
越智 基安
湊　 和樹
野口 貴令
小笠原 義直

副会長
大岡 宜徳

副会長
田窪 大朗

監　事
善家 祐二

監　事
後藤 正幸

平成29～30年度 愛媛県神道青年会　組織図

記念式典
榊に想ひを込めて

各種研修会
若竹の発刊
ＨＰの管理
会員親睦会

他単位会との交流

愛媛県神道青年会　今期の方針
「神道教化に関する発信と基礎固め」

・神道教化に関する発信
　神職として神事を第一優先することは勿論と致しまして、氏子崇敬者を教化していくこと、
その情報を発信していくことも大切です。脈々と受け継がれてきた教えを次の世代に継承出
来るよう、発信力の強化に努めて参ります。

・基礎固め
　何事も基礎が肝心であり、地味な努力の積み重ねが礎を築いていきます。神職として
の知識を蓄えると共に時局問題等に関しても正しい情報を集積し、積極性・自発性を高
め、支えて頂いている皆様方への感謝の心を常に持って、それに応えるべく青年神職の
資質向上に取り組んで参ります。

先ず神事、後諸事
青年会事業に共に参加し、学んで、楽しみましょう！
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役員改選し心機一転！
一期二年宜しくお願い申し上げます。役員一同

理
事

　

三
瀬　

洋
平 

（
ミ
セ 

ヨ
ウ
ヘ
イ
）

昭
和
五
十
四
年
七
月
二
十
九
日
生

三
島
神
社　

権
禰
宜

【
一
言
】

出
逢
い
と
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、
努
め

て
参
り
ま
す
。

理
事

　

曽
我
部　

洋
輔 

（
ソ
ガ
ベ 

ヨ
ウ
ス
ケ
）

昭
和
六
十
年
十
二
月
五
日
生

石
鎚
神
社　

権
禰
宜

【
一
言
】

今
期
初
め
て
理
事
、
総
務
部
会
計
を
担
当
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
微
力
で
す
が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

理
事

　

井
上　

雅
仁 

（
イ
ノ
ウ
エ 

マ
サ
ヒ
ト
）

昭
和
五
十
五
年
二
月
十
五
日
生

大
元
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

結

会
長

　

柳
原　

永
祥 

（
ヤ
ナ
ギ
ハ
ラ 

エ
イ
シ
ョ
ウ
）

昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
五
日
生

嚴
島
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

一
人
は
皆
の
為
に
、
皆
は
一
人
の
為
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
共
に
汗
を
か
き

ま
し
ょ
う
！

理
事

　

佐
藤　

肇
国 

（
サ
ト
ウ 

ハ
ツ
ク
ニ
）

昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
二
日
生

三
島
神
社　

宮
司

【
一
言
】

皆
様
の
ご
迷
惑
な
い
よ
う
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

理
事

　

湊　

和
樹 

（
ミ
ナ
ト 

カ
ズ
キ
）

昭
和
五
十
五
年
十
月
十
三
日
生

石
鎚
神
社　

権
禰
宜

【
一
言
】

浄
明
正
直（
楽
し
く
）努
め
ま
す
。

副
会
長

　

田
窪　

大
朗 
（
タ
ク
ボ  

ト
モ
ア
キ
）

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
一
日
生

吹
揚
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

そ
の
障
子
の
先
に
何
が
あ
る
の
か
、
そ
の

好
奇
心
を
形
へ

理
事

　

小
笠
原　

義
直（
オ
ガ
サ
ワ
ラ 

ヨ
シ
ナ
オ
）

平
成
三
年
十
一
月
十
日
生

伊
豫
豆
比
古
命
神
社　

権
禰
宜

【
一
言
】

若
い
な
が
ら
に
精
一
杯
や
ら
せ
て
頂
き
ま

す
！
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

理
事

　

柳
原　

康
尚 

（
ヤ
ナ
ギ
ハ
ラ 

ヤ
ス
ヒ
サ
）

昭
和
五
十
八
年
二
月
二
十
五
日
生

河
崎
神
社　

宮
司

【
一
言
】

知
恵
は
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
の
で
、
汗

出
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
会
長

　

大
岡　

宜
徳 

（
オ
オ
オ
カ 

ヨ
シ
ノ
リ
）

昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
生

白
山
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

愛
媛
県
で
は
初
理
事
と
し
て
副
会
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。
副
会
長
の
職
責
を
全
う
致
し
ま
す
。

監
事

　

善
家　

祐
二 

（
ゼ
ン
ケ 

マ
サ
ジ
）

昭
和
五
十
二
年
三
月
八
日
生

龍
王
神
社　

権
禰
宜

【
一
言
】

会
務
運
営
の
お
目
付
役
と
し
て
、
柳
原
丸

が
二
年
後
に
大
手
を
振
っ
て
入
港
す
る
ま

で
し
っ
か
り
舵
取
り
し
て
参
り
ま
す
。

理
事

　

野
口　

秀
文（
ノ
グ
チ 

ヒ
デ
フ
ミ
）

昭
和
昭
和
五
十
八
年
八
月
二
日
生

川
上
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

た
だ
一
つ
共
感
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
、

勇
気
を
持
っ
て
励
み
ま
す
。

副
会
長
・
事
務
局
長

　

矢
野　

忠
臣 

（
ヤ
ノ 

タ
ダ
オ
ミ
）

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
生

浦
渡
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

今
期
事
務
局
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
会
が

円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

監
事

　

後
藤　

正
幸 

（
ゴ
ト
ウ 

マ
サ
ユ
キ
）

昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
六
日
生

高
忍
日
賣
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

会
務
に
対
し
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

よ
う
、
共
に
汗
を
か
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事

　

野
口　

貴
令 
（
ノ
グ
チ 

タ
カ
ハ
ル
）

昭
和
五
十
九
年
二
月
十
四
日
生

伊
佐
爾
波
神
社　

禰
宜

【
一
言
】

未
熟
者
で
す
が
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

理
事

　

越
智　

基
安 

（
オ
チ 

モ
ト
ヤ
ス
）

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
三
日
生

三
島
神
社　

宮
司

【
一
言
】

縁
を
結
ぶ
は
神
職
の
務
め
。
活
動
を
通
じ
て

様
々
な
縁
を
紡
ぎ
、
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

任
期
二
年

自　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

至　

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

新
役
員
紹
介
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去
る
一
月
十
九
日
、
国
際
ホ
テ
ル
松
山
に
於
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
臨
時
総
会
、
新
年
研
修
会

並
び
に
新
年
互
礼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

に
関
す
る
件
が
上
程
さ
れ
、
柳
原
永
祥
新
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
役
員
案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
亀
井
製
菓
株

式
会
社
代
表
取
締
役
会

長
の
亀
井
好
一
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
新
年

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
栗
入
り
タ
ル
ト
、

坊
ち
ゃ
ん
団
子
、
坂
の

上
の
雲
な
ど
、
あ
ま
り

に
も
有
名
な
松
山
銘
菓

を
手
掛
け
ら
れ
て
い
る

亀
井
会
長
で
す
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
広

島
で
爆
心
地
か
ら
約
二
キ
ロ
の
場
所
で
被
爆
さ
れ

ま
し
た
。
わ
ず
か
八
歳
で
の
出
来
事
で
し
た
。「
今

こ
う
し
て
、
皆
さ
ん
の
前
で
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
事
は
、
ま
さ
に
奇
跡
と
い
え
る
よ
う
な
人
生
を

歩
ん
で
き
ま
し
た
」そ
う
切
り
出
さ
れ
、
凄
惨
な

原
爆
の
体
験
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
と
て
も
天
気
の
良
い
朝
だ
っ
た
こ
と
、
近
く
の

公
民
館
で
、
ビ
ー
玉
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
、
朝
日

を
浴
び
た
銀
色
の
飛
行
機
が
飛
ん
で
き
た
こ
と
、

爆
風
に
飛
ば
さ
れ
記
憶
が
無
く
な
り
気
が
付
く
と

辺
り
は
一
変
し
て
い
た
こ
と
…
。
私
は
、
年
少
の

頃
の
記
憶
が
七
十
二
年
経
っ
た
今
で
も
、
鮮
明
に

残
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま

で
に
惨
た
ら
し
い
ご
経
験
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

原
爆
投
下
後
、
川
に
は
、
幾
重
も
の
死
体
が
浮

か
び
、
そ
れ
は
人
間
だ
け
で
は
な
く
犬
や
家
畜
の

死
体
も
一
緒
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
河
口
近

く
の
福
島
川
は
干
満
の
差
が
大
き
く
、
そ
れ
ら
の

死
体
が
汐
の
満
ち
引
き
と
と
も
に
、
ゆ
っ
く
り
と

上
流
に
行
っ
た
り
戻
っ
た
り
し
て
い
た
と
い
う
お

話
に
は
、
何
時
か
の
ホ
ラ
ー
映
画
で
見
た
地
獄
絵

図
を
思
い
出
し
、
と
て
も
こ
の
世
で
起
こ
っ
た
こ

と
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
、
私
の
目
の
前
に
は
そ
の
現
場
を
生
き
抜
い

た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
忝
く
も
こ
の
体
験
談
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
っ
た

い
な
い
ほ
ど
有
り
難
い
の
と
同
時
に
、
私
ど
も
は

後
世
へ
語
り
継
ぐ
責
任
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
義
務

と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
の
互

礼
会
に
は
、
愛
媛

県
神
社
庁
長
の

柳
原
宰
様
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
来

賓
、
先
輩
方
の
ご

臨
席
を
賜
わ
り
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
滅
多
に
お

会
い
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
先
生
方

と
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
大
変
実
り
の
多
い
互
礼
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

終
わ
り
に
、
お
忙
し
い
中
ご
講
義
賜
わ
り
ま
し

た
亀
井
会
長
、
互
礼
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
来
賓
の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
ご

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

三
島
神
社

権
禰
宜　
　

三
瀬　

洋
平しっかりと襷が引き継がれました！

柳原 宰 庁長より御挨拶を賜りました

臨
時
総
会
・
研
修
会
・
互
礼
会

新年研修会・互礼会に是非ご出席下さい！
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去
る
一
月
二
十
六
日
、
伊
予
郡
砥
部
町
の
宮
内

小
学
校
に
て
慰
問
神
楽
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

今
回
で
第
十
九
回
を
数
え
る
こ
の
慰
問
神
楽
で

す
が
、善
家
副
会
長
の
母
校
と
い
う
御
縁
も
あ
り
、

宮
内
小
学
校
に
て

四
・
五
・
六
年
生
の

児
童
を
対
象
と
し

た
音
楽
授
業
の
一

環
と
し
て
実
施
す

る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

十
亀
会
長
に
よ

る
開
会
の
挨
拶
に

続
き
、
笙
・
篳
篥
・

龍
笛
の
演
奏
に
合

わ
せ
た
児
童
全
員

の
国
歌「
君
が
代
」

斉
唱
を
以
て
幕
が

開
き
ま
し
た
。

【
第
一
部
次
第
】

　

国
歌
斉
唱

　

浦
安
の
舞

　

越
殿
楽

　

弓
の
舞

【
第
二
部
次
第
】

　

楽
器
紹
介

　

楽
器
体
験

　

陪
臚

　

内
舞

　

笙
吹
き
と
し
て
初
め
て
当
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
私
は
、
児
童
た
ち
が
如
何
に
聴
き
如

何
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ

臨
み
ま
し
た
が
、
親
し
み
あ
る「
君
が
代
」を
歌

い
な
が
ら
も
物
珍
し
そ
う
に
伴
奏
の
雅
楽
器
の
音

と
姿
を
窺
う
児
童
た
ち
を
眺
め
な
が
ら
、
気
の
早

い
満
足
と
安
堵
を
覚
え
ま
し
た
。

　

次
い
で
児
童
た
ち
は
石
鎚
神
社
巫
女
に
よ
る

「
浦
安
の
舞
」の
麗
し
さ
に
見
惚
れ
、伊
豫
神
楽「
弓

の
舞
」の
迫
力
に
目
を
見
開
き
、
放
た
れ
た
矢
に

は
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
越
殿
楽
」を
演
奏
し
て
い
る
最
中
に
も
や
は
り

興
味
深
げ
な
眼
差
し
を
感
じ
ま
し
た
が
、
そ
の
熱

心
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
演
奏
前
後
の
際
の
静
寂
が

守
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
甚
く
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

一
旦
の
休
憩
を
挟
み
、
楽
器
紹
介
、
そ
の
後
に

楽
器
体
験
と
し
て
児
童
た
ち
に
笙
・
篳
篥
・
龍
笛
、

鞨
鼓
・
太
鼓
・
鉦
鼓
に
触
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
楽

器
の
周
り
に
群
が
り
急
く
よ
う
に
列
を
な
し
、
楽

し
そ
う
に
音
を
鳴
ら
そ
う
と
す
る
様
子
は
、
見
て

い
て
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。

　

先
生
方
を
含
め
て
殆
ど
の
方
が
今
回
初
め
て
雅

楽
・
舞
・
神
楽
を
直
に
鑑
賞
し
た
よ
う
で
、
貴
重

な
経
験
が
得
ら
れ
た
と
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
児
童
た
ち
が
日
本
の
伝
統
文
化
に

対
す
る
関
心
を
深
め
、
自
分
た
ち
の
守
り
継
ぐ
べ

き
文
化
で
あ
る
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
頂
き

た
い
。
そ
の
よ
う
に
願
っ
て
已
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
慰
問
神
楽
開

催
に
当
た
り

ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
宮

内
小
学
校
東

和
博
校
長
先

生
を
始
め
諸

先
生
方
、
遠

方
よ
り
ご
参

加
頂
き
ま
し

た
伊
豫
神
楽

の
皆
様
に
は

改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま

す
。

第
十
九
回
　
慰
問
神
楽

 
～
砥
部
町
立 

宮
内
小
学
校
～

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

川
上
神
社

禰　

宜　
　

野
口　

秀
文

再発足45周年事業として、愛媛県内の太鼓 DVDと楽譜を作成します。
　伝統を絶やしません。御協力を御願いします。
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去
る
二
月
八
日
、
高
松
国
際
ホ
テ
ル
に
於
い
て

香
川
県
神
道
青
年
会
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
六
名
が
出
席
致
し
ま
し

た
。

　

先
ず
式
典
で
は
田
代
会
長
に
よ
る
式
辞
や
会
長

経
験
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
松
岡
弘
泰
香
川
県
神

社
庁
長
・
長
友
安
隆
神
道
青
年
全
国
協
議
会
会
長

に
よ
る
来
賓
祝
辞
、
記
念
事
業
報
告
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
記
念
講
演
が
あ
り
、「
～
北
西
イ
ン
ド

の
音
楽
・
舞
～
芸
能
と
伝
承
」と
題
し
、
ラ
ジ
ャ

ス
タ
ニ
・
カ
ル
ベ
リ
ア
ダ
ン
サ
ー
（
西
イ
ン
ド
砂

漠
地
帯
の
民
族
舞
踊
）の
マ
ド
ゥ
ー
先
生
、
イ
ン

ド
宮
廷
楽
イ
ン
ド
古
典
音
楽
演
奏
者
の
リ
リ
ー
先

生
・
サ
イ
ト
ウ
尚
登
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
先
生
が
興
味
を
持
た
れ
た
き
っ

か
け
や
、
楽
器
・
道
具
等
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
の
後
は
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
清
興
で
は
先
ほ
ど
の
記
念
講
演
の
先
生
方
に

よ
る
舞
や
音
楽
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記

香
川
県
神
道
青
年
会

　
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

監
事

高
忍
日
賣
神
社

禰　

宜　
　

後
藤　

正
幸

念
講
演
と
あ
わ
せ
、
初
め
て
見
聞
き
す
る
舞
や
楽

器
・
音
楽
ば
か
り
で
大
変
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、プ
ロ
の
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
「
闘
ふ
神
主
」

こ
と
香
川
神
青
の
櫻
木
崇
浩
会
員
が
登
場
。
ご
来

賓
の
方
も
交
え
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

香
川
県
神
道
青
年
会
の
皆
様
に
は
大
変
素
晴
ら

し
い
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
は
当
会
に
お
い
て
も

再
発
足
四
十
五
周
年
と
い
う
佳
節
を
迎
え
、
祝
賀

会
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
全
国
か
ら

お
越
し
に
な
る
皆
様
を
し
っ
か
り
と
お
も
て
な
し

で
き
る
よ
う
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日

に
か
け
て
、東
京
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
は
、「
命
を
懸
け
国
を
守
っ

て
戴
い
た
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
奉
げ
る
べ
く
靖
國

神
社
参
拝
と
、
皇
室
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
神
職
と

し
て
の
教
養
を
深
め
る
」の
趣
旨
の
も
と
卒
会
者

の
慰
労
も
兼
ね
、十
名
の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。

　

青
年
会
の
研
修
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
付
き
物
で
す

が
、
今
回
の
東
京
研
修
旅
行
も
出
発
前
か
ら
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

出
発
の
飛
行
機
が
始
発
の
為
、前
日
の
夜
は
早
々

に
寝
床
に
入
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
、
柳
原
副
会
長

か
ら「
松
山
に
前
日
最
終
便
で
来
る
は
ず
だ
っ
た
飛

行
機
が
強
風
に
よ
り
飛
ば
な
か
っ
た
為
、
出
発
便

が
欠
航
と
な
り
ま
し
た
。」と
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

　

さ
て
は
て
・
・
・
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
と
心
配
を

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
柳
原
副
会
長
の
迅
速
な
対

応
に
よ
り
二
便
遅
れ
で
東
京
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
、
到
着
が
お
昼
過
ぎ
と
な
っ
た
為
、
日

程
を
変
更
し
、
宮
内
庁
楽
部
庁
舎
見
学
→
東
京
都

神
青
と
の
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
研
修

　 

～
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
奉
げ
る
～

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

元
理
事

白
王
神
社

禰　

宜　
　

那
須　

重
昭

香川県神道青年会の皆様
  心より御祝い申し上げます！

８月30日（水）の神道青年全国協議会の夏期セミナーは
　　　彬子女王殿下の特別講演がございます。
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通
常
、
楽
部
庁
舎
の
見
学
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

元
宮
内
庁
式
部
職
楽
部 

首
席
楽
長 

上 

明
彦
先
生

に
特
別
に
ご
案
内
を
戴
き
、
大
変
貴
重
な
見
学
を

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
夜
に
は
東
京
都
神
道
青
年
会
員
と
の

懇
親
会
を
都
内
某
所（
善
家
副
会
長
御
用
達
）に
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
次
会
で
は
夜

景
を
一
望
で
き
る
お
洒
落
な
雰
囲
気
の
中
、
多
く
の

会
員
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
今
回
の
研
修
の
大
き
な
目
的
の
一
つ

で
あ
る
靖
國
神
社
に
正
式
参
拝
し
ま
し
た
。
参
集

殿
に
て
、
小
方
権
宮
司
様
に
よ
る
靖
國
神
社
の
由

来
や
現
状
に
つ
い
て
お
話
を
戴
き
ま
し
た
。

　

平
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
が

参
拝
さ
れ
る
中
、
若
者
・
外
国
人
の
姿
も
多
く
見

う
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
、
靖

國
の
由
来
を
知
ら
ず
た
だ
賑
わ
い
に
来
る
若
者
、

社
殿
に
悪
戯
を
す
る
人
も
い
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
今
一
度
、
多
く
の
人
に
、
靖
國
神
社
の
由
来
、

「
御
霊
・
英
霊
」の
言
葉
の
意
味
を
若
い
人
達
に
伝

え
る
こ
と
が
使
命
だ
と
再
認
識
し
、
本
殿
に
て
玉

串
拝
礼
を
し
、
黙
祷
に
て
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
奉

げ
ま
し
た
。

　

次
に
田
窪
副
会
長
が
奉
職
さ
れ
て
い
た
東
郷
神

社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
平
日
で
し
た

が
結
婚
式
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
年
間

八
百
件
ほ
ど
の
結
婚
式
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
、
幾
つ
も
の
結
婚
披
露
宴
会
場
を
拝
見
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
披
露
宴
会
場
か
ら
眺
め
る
庭
園

が
見
事
で
、
春
に
は
沢
山
の
桜
が
開
花
し
人
気
の

会
場
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
日
は
、東
郷
神
社
で
は
海
軍
カ
レ
ー

の
日
と
の
こ
と
で
、
福
田
宮
司
様
に
お
昼
を
ご
馳

走
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
海
軍
カ
レ
ー
、
当
神
社

に
祀
ら
れ
て
い
る
東
郷
平
八
郎
が
考
案
し
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。

　

次
に
明
治
神
宮
に
正
式
参
拝
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
で
は
、
野
口 

正
隆
権
禰
宜
様
と
西
予
市
出
身
の

吉
田 

充
慶
出
仕
様
に
ご
案
内
戴
き
、
本
殿
で
の
正

式
参
拝
、
祈
禱
殿
に
て
ご
祈
禱
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
最
終
目
的
地
、
神
宮
外
苑
に
あ
る
聖
徳
記

念
絵
画
館
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
明
治

天
皇
の
ご
誕
生
か
ら
崩
御
ま
で
の
出
来
事
を
絵
画

に
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
数
八
十
枚
あ

り
、
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
絵
画
も
多
く
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
、
す
べ
て
の
旅
程
を
事
故
な
く
無
事
に
終

了
し
、
空
路
に
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
理
事
と
し
て
初
め
て
研
修
旅
行
に
参
加

し
、
宮
内
庁
楽
部
庁
舎
を
は
じ
め
、
靖
國
神
社
、

東
郷
神
社
、
明
治
神
宮
、
聖
徳
記
念
絵
画
館
を
初

め
て
訪
れ
、
お
会
い
し
た
方
に
多
く
を
ご
教
示
頂

き
、
学
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
命
を
懸

け
国
を
守
っ
て
頂
い
た
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
奉
げ

る
機
会
を
作
っ
て
戴
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後

は
神
社
で
の
教
化
、
神
職
と
し
て
の
行
い
に
役
立

て
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

宮内庁楽部庁舎と懇親会

靖国神社にて研修

上：東郷記念館　下：明治神宮

我國の為をつくせる人々の名もむさし野にとむる玉かき
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平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
、
午
後
四
時
よ
り
、

伊
豫
豆
比
古
命
神
社　

椿
会
館　

齋
館
に
於
い

て
、
雅
楽
体
験
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
道
青
年
会
会
員
に
向
け
て
、

「
雅
楽
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
い
き
な
り
雅
楽

会
の
練
習
に
参
加
す
る
の
は
気
が
引
け
て
し
ま
う

…
」「
家（
神
社
）に
楽
器
は
あ
る
け
ど
吹
い
た
事

は
無
い
し
教
わ
る
人
も
い
な
い
」

と
い
っ
た
未
経
験
者
を
対
象
に
、
楽
器
に
触
れ
る
、
鳴

ら
し
て
み
る
と
い
う
内
容
で
、
講
師
に
当
会
監
事
で

も
あ
る
雅
楽
講
師
、
清
家
先
輩
の
ご
指
導
の
下
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
体
験
会
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
く
の
未
経
験
者
は
用
意
戴
い
た
三
管
全
て
を

鳴
ら
す
と
い
う
流
れ
で
、
ま
ず
は
龍
笛
を
体
験
し

ま
し
た
。
低
音
の
和（
フ
ク
ラ
）は
音
こ
そ
鳴
る
も

の
の
、
か
す
れ
た
よ
う
な
音
し
か
出
ず
、
高
音
の

責（
セ
メ
）に
至
っ
て
は
音
が
出
る
か
出
な
い
か
で
、

続
け
る
と
酸
欠
気
味
な
の
か
頭
が
ク
ラ
ク
ラ
し
て

き
ま
し
た
。
助
教
の
田
窪
さ
ん
を
見
る
と
表
情
一

つ
変
わ
ら
ず
、
唇
の
形
も
変
わ
り
が
見
え
な
い
の

に
和
と
責
を
吹
き
分
け
、
綺
麗
な
音
色
。
私
は
龍

笛
に
向
い
て
い
な
い
か
な
？
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
体
験
し
た
の
は
篳
篥
。
管
は
小
さ
い
け
れ

ど
音
は
大
き
く
、
主
旋
律
を
担
う
楽
器
。
吹
け
ば

音
は
出
ま
し
た
が
、
蘆
舌（
シ
タ
）と
い
う
リ
ー
ド

の
咥
え
具
合
、
葦
舌
を
締
め
る
責（
セ
メ
）の
調
整

な
ど
ほ
ん
の
少
し
の
変
化
で
音
質
が
変
わ
り
、
音

色
の
変
化
に
富
ん
だ
楽
器
と
い
う
印
象
で
し
た
。

体
験
し
て
み
て
一
番
気
に
な
る
楽
器
で
し
た
。

　

最
後
に
笙
を
体
験
し
ま
し
た
。
地
元
で
笙
を
吹

け
る
神
職
の
先
生
に
、「
息
を
吸
っ
て
も
吐
い
て

 
雅 

楽 

体 

験【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

元
理
事

野
坂
神
社

宮　

司　
　

進
藤　

雄
作

も
同
じ
音
が
出
る
、
高
価
だ
け
ど
簡
単
な
楽
器
」

と
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
手
に
し
て
み

る
と
細
い
竹
そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ
な
指
穴
が
あ
り
、

隣
の
指
穴
と
の
距
離
が
近
く
、
正
確
に
穴
を
指
で

押
さ
え
て
い
る
か
目
で
確
認
し
て
か
ら
吹
く
の
が

精
一
杯
で
し
た
。「
簡
単
」と
い
う
言
葉
を
ほ
ど
遠

く
感
じ
な
が
ら
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

体
験
会
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、
唱
歌
の
大
切
さ

で
し
た
。
清
家
先
輩
が
雅
楽
を
始
め
た
最
初
の
一
年
は

楽
器
を
持
た
せ
て
も
ら
わ
ず
、
ひ
た
す
ら
唱
歌
の
練

習
だ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
唱
歌
で
音
の
長
さ
や
強

弱
を
表
し
、
楽
器
が
無
く
て
も
演
奏
の
練
習
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
唱
歌
に
よ
っ
て
楽
器
が
無
く
と
も
伝

承
す
る
こ
と
が
で
き
る
、と
い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
雅
楽
体
験
を
終
え
て
、
す
ご
く
迷
っ
て

い
ま
す
。
先
に
書
い
た
地
元
で
笙
を
吹
け
る
神
職

の
先
生
は
龍
笛
も
演
奏
さ
れ
て
お
り
、
本
務
社
で

の
大
祭
や
助
務
の
奉
仕
先
で
、
御
扉
の
開
扉
・
閉

扉
で
は
笙
を
、
玉
串
奉
奠
の
際
に
は
龍
笛
で
越
天

楽
を
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。
演
奏
を
聴
い
た
氏
子

さ
ん
も「
本
物
は
迫
力
が
あ
る
し
雰
囲
気
が
変
わ

る
」と
い
っ
た
事
を
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

　

氏
子
さ
ん
か
ら
音
色
の
認
識
が
高
い
龍
笛
か
、

実
際
に
吹
い
て
み
て
愉
し
か
っ
た
篳
篥
か
…
笙
は

高
価
な
事
も
あ
り
候
補
に
入
れ
る
の
は
難
し
い
で

す
が
、
練
習
を
始
め
る
な
ら
ど
ち
ら
が
い
い
か
、
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
に
は
私
の

他
に
同
世
代
の
神
職
の
先
輩
が
二
人
お
り
、
ど
ち

ら
も
雅
楽
は
し
て
い
な
い
の
で
、
将
来
は
三
人
で
三

管
の
演
奏
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
も
で
き
た
の

で
、
今
回
の
よ
う
な
雅
楽
体
験
が

あ
れ
ば
、
二
人
の
先
輩
を
誘
っ
て

ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
師
を
務
め
て
戴
い
た
清
家
先

輩
を
始
め
、
丁
寧
に
教
え
て
戴
い
た

助
教
の
お
二
方
、
ま
た
、
体
験
用
に

楽
器
を
貸
し
出
し
て
戴
い
た
役
員
の

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
貴
重
な

体
験
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
で
三
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
、
神
道
青
年

全
国
協
議
会
主
催
の
中
央
研
修
会
が
、
三
月
二
十
三

日
～
二
十
四
日
に
広
島
県
青
年
神
職
会
が
担
当
と
な

り
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
を
会
場
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
三
七
〇
名
の
会
員
が

集
ま
り
、
当
会
か
ら
は
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
主
題
を「
平
和
の
希
求
～
進
む
べ
き
未
来

へ
の
道
筋
～
」と
題
し
て
、
二
日
間
に
わ
た
り
三
人

の
講
師
に
よ
る
講
義
と
、
今
回
は
会
場
の
近
く
に
あ

り
ま
す
、
平
和
記
念
公
園　

原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
へ

の
参
拝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
講
は
弁
護
士
で
タ
レ
ン
ト
と
し
て
も
ご
活
躍

し
て
お
り
ま
す
、
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
先
生
、「
真

の
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
」と
題
し
て
ご
講
義 

戴

き
ま
し
た
。

　

最
初
に
初
代
神
武
天
皇
の
時
代
か
ら
、
現
在
に
至

る
ま
で
の
世
界
の
国
家
の
移
り
変
わ
り
を
映
像
に
さ

れ
た
も
の
を
見
ま
し
た
。
映
像
で
は
国
家
を
色
の
移

り
変
わ
り
で
表
し
て
い
た
の
で
す
が
、
二
六
〇
〇
年

も
の
間
変
わ
ら
ず
に
一
つ
の
国
家
で
存
続
し
た
の
は
日

本
だ
け
で
し
た
。

　

そ
う
い
う
国
内
の
秩
序
を
乱
す
勢
力
が
な
い
日
本
が

真
の
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
べ
き
か
？
世
界

平
成
二
十
八
年
度

　
神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　  

中
央
研
修
会（
広
島
）

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

副
会
長

白
山
神
社

禰　

宜　
　

大
岡　

宜
徳

今年の観月神楽の夕べは、日尾八幡神社にて開催が決定！
９月22日（金）18時半開演　雅楽を皆でやりませんか!?
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か
ら
見
れ
ば
大
国
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
い
る
日
本
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
の
も
と
で
作

ら
れ
た
日
本
国
憲
法
を
自
立
す
る
た
め
に
も
改
正
す
る
べ

き
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て「
そ
ろ
そ
ろ
日
本
国

民
は
眼
を
醒
ま
す
時
期
が
来
た
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

第
二
講
は
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館（
大
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
）館
長
の
戸
髙
一
成
先
生
、「
戦
後
七
十
年
と

平
和
」と
題
し
て
ご
講
義 
戴
き
ま
し
た
。

　

戸
髙
先
生
は
多
く
の
戦
艦
大
和
関
係
者
に
面
会
を

し
、
生
の
声
を
資
料
と
し
て
残
す
こ
と
に
ご
尽
力
さ

れ
て
お
り
、
戦
後
七
十
年
を
経
過
し
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
に
は
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
必
要

不
可
欠
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

第
三
講
は
広
島
平
和
記
念
資
料
館
館
長
の
志
賀
賢
治

先
生
、「
記
憶
の
継
承
」と
題
し
て
ご
講
義 

戴
き
ま
し
た
。

　

志
賀
先
生
は
昨
年
五
月
の
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
原

爆
資
料
館
に
訪
問
さ
れ
た
時
に
，
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝

え
る
た
め
に
、
オ
バ
マ
氏
に
は
沢
山
の
展
示
、
遺
品
の

数
々
を
見
て
欲
し
か
っ
た
と
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
二
日
目
朝
に
は
平
和
記
念
公
園
の
原

爆
死
没
者
慰
霊
碑
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ
志
を
持

ち
こ
の
よ
う
な
講
義
を
受
け
る

中
で
、
慰
霊
碑
の
前
で
参
拝
を

し
た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
と

平
和
に
対
す
る
意
識
が
更
に
強

く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

研
修
会
を
通
じ
、
国
際
平

和
都
市
の
広
島
に
於
い
て
平
和

に
つ
い
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
、

ま
た
進
む
べ
き
道
を
切
り
拓

く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
事
は
間

違
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
中
央
研
修
会
は
長

崎
県
で
す
。
多
く
の
会
員
の

参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

去
る
四
月
二
十
六
日
、
神
社
本
庁
大
講
堂
に
お

い
て
神
道
青
年
全
国
協
議
会
定
例
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
会
よ
り
、
柳
原
会
長
と
田
窪
副
会

長
と
私（
善
家
）が
出
席
致
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
長
友
安
隆
会
長
、
田
中
恆
清
神
社

本
庁
総
長
挨
拶
の
後
、
定
例
表
彰
式
、
続
い
て
議

案
審
議
さ
れ
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
改
選
が

行
わ
れ
る
会
議
で
も
り
、
田
窪
副
会
長
は
、
四
国

地
区
よ
り
指
名
理
事
と
し
て
選
出
さ
れ
、
神
青
協

役
員
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
佐
野
巌（
神
奈
川

県
・
富
岡
八
幡
宮
禰
宜
）新
会
長
並
び
に
新
役
員
が

発
足
致
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
明
治
記

念
館
に
於
い
て
、
菊

波
の
友
垣
会
が
開
催

さ
れ
、
顧
問
、
Ｏ
Ｂ

を
始
め
、
全
国
よ
り

百
七
十
名
の
友
垣
が

参
集
し
て
、
懇
親
を

深
め
各
々
が
持
つ
神

道
人
の
熱
い
思
い
を

語
り
合
い
な
が
ら
、

有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
の
四
国
地
区

指
名
理
事
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
愛
媛
県
神
道

青
年
会
副
会
長
の
田
窪
大
朗
で
す
。
香
川
県
の
猪

熊
地
区
理
事
と
と
も
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

実
は
、
南
坊
城
会
長
期
に
事
業
委
員
を
、
長
友

会
長
期
に
次
世
代
委
員
を
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、今
回
の
佐
野
会
長
期
で
三
期
目
に
な
り
ま
し
た
。

今
期
か
ら
は
、特
別
委
員
と
し
て
で
は
な
く
役
員（
総

務
局
）と
し
て
の
出
向
と
い
う
こ
と
で
議
決
権
も
加

わ
り
、今
ま
で
以
上
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
先
の
善
家
監
事
の
記
事
に
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、
さ
っ
そ
く
四
月
二
十
六
日
に
神
青
協
の
定
例
総

会
が
神
社
本
庁
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
長

友
会
長
期
の
議
案
が
あ
り
、
後
半
は
佐
野
会
長
期
の

件
で
し
た
の
で
、
全
国
の
代
議
員
の
前
に
私
を
含
め
新

役
員
が
座
り
、
就
任
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
役
員
が
承
認
を
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
特

別
委
員
会
と
並
行
を
し
て
新
役
員
予
定
者
会
議
が

二
回
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
す
で
に
来
期
に

向
け
て
進
ん
で
い
た
も
の
の
、
よ
う
や
く
第
一
歩

が
始
ま
っ
た
な
、
そ
の
様
な
気
持
ち
で
し
た
。

　

神
青
協
の
総
務
局
の
役
員
と
い
う
こ
と
で
、
全

国
か
ら
精
鋭
が
集
ま
る
中
で
、
自
分
の
存
在
感
も

示
し
な
が
ら
も
堅
実
な
仕
事
を
し
た
い
。
そ
の
様

な
気
持
ち
を
持
っ
て
、
一
期
二
年
、
短
い
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
濃
い
二
年
間
を
全
う
し
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
第
六
十
九
回
定
例
総
会

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

監
事

龍
王
神
社

権
禰
宜　
　

善
家　

祐
二

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

副
会
長

吹
揚
神
社

禰　

宜　
　

田
窪　

大
朗

９月４日（月）  三崎の八幡神社にて四国地区協議会の錬成会を開催します。
　　　海での禊、皆でやりましょう！

神
道
青
年
全
国
協
議
会

四
国
地
区
指
名
理
事 

就
任
挨
拶
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去
る
五
月
三
十
日
、
愛
媛
県
神
社
庁
の
神
殿
に
於

い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る「
榊
に
想
ひ
を

込
め
て
」で
は
、
挿
し
木
か
ら
育
成
し
、
増
や
し
方

や
育
て
方
を
学
び
ま
し
た
。

榊
に
想
ひ
を
込
め
て

　
再
発
足
四
十
五
周
年 

奉
告
祭

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

石
鎚
神
社

権
禰
宜　
　

湊　
　

和
樹

　

直
会
の
発
声
も
兼
ね
た
斎
主
挨
拶
で
は「
中
今
の

栄
を
願
ぎ
奉
る
と
祝
詞
で
奏
上
し
た
通
り
、
永
い
年

月
の
中
で
任
さ
れ
た
任
期
を
全
う
し
、
次
の
世
代
に

受
け
継
ぎ
た
い
。」と
繁
栄
と
継
承
へ
の
思
い
を
述
べ

ら
れ
、
一
同「
弥
栄
」と
声
高
ら
か
に
唱
和
し
、
盃

を
上
げ
ま
し
た
。

　

直
会
の
乾
杯
後
に
は
、
愛
媛
県
神
社
界
の
神
職
を

代
表
し
て
柳
原
宰
庁
長
よ
り
御
祝
辞
を
賜
り
、
現
在

と
将
来
の
神
道
の
在
り
方
に
触
れ
、「
皆
様
方
の
努

力
に
よ
り
ま
し
て
、
未
来
を
つ
く
る
事
は
出
来
ま

す
。
青
年
会
と
し
て
一
つ
一
つ
の
事
を
色
々
考
え
な

が
ら
、
未
来
へ
向
か
っ
て
前
進
で
き
る
様
に
活
動
し

て
下
さ
い
」と
激
励
下
さ
い
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
後
に
、
奉
告
祭
で
お
祓
い
を
し
た
榊
を

御
来
賓
の
皆
様
が
手
に
取
り
、
想
ひ
を
込
め
て
挿
さ

れ
、
記
念
品
と
し
て

お
持
ち
帰
り
戴
き
ま

し
た
。

　

祭
典
後
、
総
会
が

行
わ
れ
平
成
二
十
八

年
度
会
務
・
会
計
・

監
査
の
報
告
、
平
成

二
十
九
年
度
活
動
計

画
案
・
予
算
案
、
再

発
足
四
十
五
周
年
に

関
す
る
件
が
審
議
さ

れ
、
総
て
に
お
い
て

異
議
無
く
承
認
。
滞

り
な
く
閉
会
さ
れ
ま

し
た
。

　

榊
の
葉
軸
か
ら

生
え
る
葉
や
芽
を

少
し
残
し
て
水
揚

げ
し
な
が
ら
鉢
に

合
う
長
さ
に
剪
定

を
し
、
根
が
生
え

て
く
る
ま
で
が
大

変
で
、
し
っ
か
り

と
水
や
り
を
し
て

育
て
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

奉
告
祭
で
来
賓

の
皆
様
に
榊
を
挿
し
て
戴
く
為
に
、
鉢
を
準
備
い
た

し
ま
し
た
。

　

次
に
奉
告
祭
で
は
、

愛
媛
県
神
社
庁
庁
長
の

柳
原
宰
様
を
始
め
、
庁

役
員
、
青
年
会
歴
代
会

長
、
女
子
神
職
会
、
青

年
会
会
員
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
柳
原
永
祥
会
長

を
斎
主
と
し
て
七
名
の

祭
員
奉
仕
、
六
名
の
伶

人
奉
仕
の
元
、
県
内
の

神
々
に
奉
謝
を
捧
げ
ま

し
た
。

再
発
足
四
十
五
周
年  

記
念
事
業  

開
始

剪定にも想ひを込めて

９月20日（水）　記念米の抜穂祭を斎行します。
一緒に祭典奉仕をしましょう！
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平
成
二
十
八
年
度
　
会
務
報
告

四
月　

十
三
日	
平
成
二
十
七
年
度
会
計
監
査
会	

【
東
雲
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
五
名
出
席
）

　
　
　

二
十
日	

第
一
回
　
役
員
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
十
二
名
出
席
）

　
　
　
　

仝	

第
四
十
五
回
定
時
総
会	

【
　
仝
　
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
十
三
名
出
席
）

　
　
　
　

仝　
　
　

懇
親
会	

【
　
仝
　
】

	

《
井
上
副
庁
長
以
下
十
一
名
御
出
席
》

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
十
三
名
出
席
）

　
　

二
十
四
日	

救
う
会
愛
媛
役
員
会	

【
愛
媛
県
水
産
会
館
】

	

（
善
家
副
会
長
代
理
出
席
）

　
　

二
十
六
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会　

第
六
十
八
回
定
例
総
会	

【
神
社
本
庁
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
名
出
席
）

五
月
二
十
五
日	

第
二
回
　
役
員
会	

【
八
幡
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
十
一
名
出
席
）

六
月　
　

二
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
第
一
回
役
員
会	
【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
六
名
出
席
）

	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会　

顧
問
会

	

（
十
亀
会
長
以
下
七
名
出
席
）

　
　
　
　

七
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会
・
国
家
安
寧
祈
願
祭	
【
橿
原
神
宮
】

　
　
　

～
八
日	

（
十
亀
会
長
以
下
二
名
奉
仕
）

　
　
　

十
二
日	

日
本
会
議
愛
媛
県
本
部　

総
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

	

（
十
亀
会
長
出
席
）

　
　
　

十
三
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
・
熊
本
地
震
復
興
支
援
活
動	

【
熊
本
県
】

	

（
善
家
副
会
長
以
下
三
名
出
席
）

　
　

二
十
一
日	

北
方
領
土
返
還
要
求
愛
媛
県
会
議

	

（
善
家
副
会
長
代
理
出
席
）

　
　

二
十
二
日	

愛
媛
県
神
社
庁　

定
例
協
議
員
会	

【
愛
媛
県
神
社
庁
】

	

（
十
亀
会
長
出
席
）

　
　

二
十
四
日	

第
三
回
　
役
員
会	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
九
名
出
席
）

七
月　
　

一
日	

会
報「
若
竹
・
第
六
十
六
号
」発
刊

　
　
　
　

八
日	

愛
媛
県
女
子
神
職
会　

総
会	

【
愛
媛
県
神
社
庁
】

	

（
武
智
理
事
代
理
出
席
）

八
月　
　

四
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　
　
　

～
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

第
二
十
二
回
定
例
総
会	

【
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
】

	

（
柳
原
副
会
長
以
下
四
名
出
席
）

	

『
研
修
会
』

	

『
英
霊
顕
彰
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
』

	

《
第
一
講
》「
私
と
英
霊
顕
彰
の
係
わ
り
」

	

講
師　

山
田　

道
雄　

先
生

	

《
第
二
講
》「
大
東
亜
戦
争
を
考
え
る
」

	

講
師　

神
原　

常
經　

先
生

　
　
　

十
八
日	

第
四
回
　
役
員
会	

【
吹
揚
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
九
名
出
席
）

　
　

二
十
九
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会　

夏
期
セ
ミ
ナ
ー	

【
神
社
本
庁
】

　
　

～
三
十
日	

『
人
づ
く
り
は
国
づ
く
り
～
愛
と
感
動
の
青
年
神
職
～
』

	

第
一
講　
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
学
ぶ
人
づ
く
り
」

	

講
師　
（
株
）ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン　

代
表
取
締
役鎌

田　

洋　

先
生

　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
講　
「
お
も
て
な
し
へ
の
原
点
回
帰～

何
を
以
っ
て
、
何
を
為
す
の
か
～
」

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

人
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
所	

所
長　

高
野　

登　

先
生

　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
講　
「
文
化
財
と
の
付
き
合
い
方

～
神
社
を
次
の
時
代
へ
伝
え
る
為
に
！
～
」

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

小
西
美
術
工
藝
社　

代
表
取
締
役
社
長

デ
ー
ビ
ッ
ト
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

先
生

	

（
十
亀
会
長
以
下
三
名
出
席
）

九
月　
　

二
日	

神
道
政
治
連
盟
愛
媛
県
本
部
代
議
員
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

	

（
十
亀
会
長
出
席
）

	

会
員
親
睦
会（
祭
式
研
修
会
）	

【
愛
媛
県
神
社
庁
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
十
名
出
席
）

　
　
　
　

七
日	

会
員
親
睦
会（
祭
式
研
修
会
懇
親
会
）

	

（
十
亀
会
長
以
下
十
一
名
出
席
）

　
　
　
　

八
日	

第
十
九
回
神
道
行
法
錬
成
会	

【
香
川
県
丸
亀
市
・
手
島
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
七
名
出
席
）

　
　
　
　

九
日　
　

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
回　

役
員
会	

【
手
島
自
然
教
育
セ
ン
タ
ー
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
六
名
出
席
）

　
　
　

十
二
日	

第
五
回
役
員
会	

【
愛
媛
県
神
社
庁
】

	
（
十
亀
会
長
以
下
十
名
出
席
）

　
　

二
十
三
日	
参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー
発
送
作
業	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	
（
十
亀
会
長
以
下
十
名
出
席
）

起
　
平
成
二
十
八
年
　
四
月
　
　
一
日

至
　
平
成
二
十
九
年
　
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
八
年

会員各位には昨年度も各事業に御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
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二
十
五
日	

第
三
十
四
回
観
月
神
楽	

【
日
招
八
幡
大
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
十
九
名
出
席
）

十
月　

十
一
日	

第
六
回
　
役
員
会	

【
白
王
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
十
三
名
出
席
）

　
　

二
十
六
日	

愛
媛
県
神
社
庁　

第
二
回
定
例
協
議
員
会	

【
愛
媛
県
神
社
庁
】

	

（
十
亀
会
長
出
席
）　

十
一
月　

九
日	
神
道
青
年
全
国
協
議
会　

臨
時
総
会	

【
神
社
本
庁
】

	
（
十
亀
会
長
以
下
二
名
出
席
）

　
　
　
　

仝	
菊
波
の
友
垣
会	

【
明
治
神
宮
記
念
館
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
名
出
席
）

　
　
　

十
一
日	

第
七
回
　
役
員
会	

【
嚴
島
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
九
名
出
席
）

　
　

二
十
五
日	

三
島
森
田
両
烈
士
追
悼
四
十
六
周
年
慰
霊
祭	

【
愛
媛
縣
護
國
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
十
三
名
奉
仕
・
参
列
者
二
十
七
名
）

十
二
月　

六
日	

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

	

第
三
回　

役
員
会	

【
高
知
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
五
名
出
席
）

　
　
　
　

仝	

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会	

【
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
高
知
店
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
六
名
出
席
）

　
　
　
　

七
日	

建
国
記
念
の
日
奉
祝
愛
媛
県
実
行
委
員
会

	

平
成
二
十
八
年
度
総
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

	

（
十
亀
会
長
出
席
）

　

  　

十
九
日	

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
救
出
パ
レ
ー
ド	
【
坊
ち
ゃ
ん
広
場
～
大
街
道
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
五
名
出
席
）

一
月　
　

一
日	

会
報「
若
竹
・
第
六
十
七
号
」発
刊　
　
　
　
　

　
　
　

十
九
日	

年
頭
正
式
参
拝	

【
愛
媛
縣
護
國
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
八
名
参
拝
）

　
　
　
　

仝	

第
八
回
　
役
員
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
　
フ
リ
ー
ジ
ア
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
九
名
出
席
）

　
　
　
　

仝	

臨
時
総
会	

【
仝
　
聚
楽
の
間
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
十
六
名
出
席
）

　
　
　
　

仝	

新
年
研
修
会	

【
　
仝
　
】

	

演
題「
広
島
で
の
被
爆
体
験
談
」

	

講
師
　
亀
井
製
菓
株
式
会
社	

代
表
取
締
役
会
長
　
亀
井
　
好
一
　
先
生

	

《
三
輪
田
副
庁
長
以
下
御
来
賓
四
名
御
出
席
》

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
十
六
名
出
席
）

　
　
　
　

仝	

新
年
互
礼
会	

【
仝
　
伊
豫
の
間
】

	

《
柳
原
庁
長
以
下
御
来
賓
十
一
名
御
出
席
》

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
十
六
名
出
席
）

　
　

二
十
六
日	

第
十
九
回
慰
問
神
楽	

【
宮
内
小
学
校
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
十
名
出
席
）

二
月　
　

八
日	

香
川
県
神
道
青
年
会
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典	

【
高
松
国
際
ホ
テ
ル
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
六
名
出
席
）

	

基
本
講
演　
『
～
北
西
イ
ン
ド
の
音
楽
・
舞
～
芸
能
と
伝
承
』

	

講
師　

カ
リ
ベ
リ
ア
・
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ニ
ダ
ン
サ
ーm

adhu

（
マ
ド
ゥ
ー
）先
生

	

　
　
　

イ
ン
ド
宮
廷
学
イ
ン
ド
古
典
音
楽
演
奏
者

　
　

		


lilynaoto
		


Lily

（
リ
リ
ー
）先
生
・
サ
イ
ト
ウ
尚
登
先
生

　
　

二
十
一
日	

研
修
旅
行
～
皇
室
ゆ
か
り
の
地
巡
り
～	

【
東
京
都
】

　

～
二
十
二
日	

（
十
亀
会
長
以
下
十
名
出
席
）

　
　

二
十
三
日	

京
都
府
神
道
青
年
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
名
出
席
）

　
　

二
十
七
日	

第
十
五
回
神
道
政
治
連
盟
時
局
対
策
連
絡
会
議	

【
自
由
民
主
党
本
部
】

　

～
二
十
八
日	

（
十
亀
会
長
以
下
二
名
出
席
）

三
月　
　

六
日	

救
う
会
愛
媛
役
員
会	

【
愛
媛
県
水
産
会
館
】

	

（
十
亀
会
長
出
席
）

　
　
　
　

十
日	

第
九
回
　
役
員
会	

【
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
十
二
名
出
席
）

　
　
　
　

仝	

雅
楽
体
験
会	

【
　
仝
　
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
二
十
名
出
席
）

　
　
　
　

仝	

新
旧
役
員
親
睦
懇
親
会	

【
た
に
た
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
十
九
名
出
席
）

　
　

二
十
三
日	

神
道
青
年
全
国
協
議
会　

中
央
研
修
会

　

～
二
十
四
日		



【
広
島
県
・
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
】

	

『
平
和
の
希
求
～
進
む
べ
き
未
来
へ
の
道
筋
～
』

	

《
第
一
講
》「
真
の
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
」

	

講
師　

ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ド　

先
生　
　

	

《
第
二
講
》「
戦
後
七
十
周
年
と
平
和
」

	

講
師　

戸
高　

一
成　

先
生

	

《
第
三
講
》「
記
憶
の
継
承
」

	

講
師　

志
賀　

賢
治　

先
生

	

（
十
亀
会
長
以
下
七
名
出
席
）

四
月　
　

十
日	

会
計
監
査
会	

【
東
雲
神
社
】

	

（
十
亀
会
長
以
下
九
名
出
席
）

　
　
　
　

皆
様
方
に
御
協
力
を
賜
り
会
務
が
遂
行
出
来
ま
し
た
こ
と
に
深
謝
致
し
ま
す

会
長　

十
亀　

雅
史

平
成
二
十
九
年

愛媛神青公式 Facebook・愛媛神青ブログにて活動報告を公開中！
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愛媛県神道青年会　平成28年度一般会計歳入歳出決算書

愛媛県神道青年会　平成29年度一般会計歳入歳出予算書

自　平成28年４月１日　　至　平成29年３月31日

自　平成29年４月１日　　至　平成30年３月31日

歳入の部

歳入の部

歳出の部

歳出の部

項　目 本年度予算額 本年度決算額 増減（△減） 付　　　　記
１ 会 　 費 700,000 743,000 43,000 年会費・定時総会々費・会員研修会々費・新年互礼会々費
２ 助 成 金 200,000 200,000 0 愛媛県神社庁より
３ 寄 付 金 1,300,000 1,902,000 602,000 県内神職寄付金
４ 雑 収 入 2,423 0 △ 2,423
５ 繰 越 金 787,577 787,577 0 平成27年度より

歳入合計 2,990,000 3,632,577 642,577

項　目 前年度予算額 本年度予算額 増減（△減） 付　　　　記
１ 会 　 費 700,000 700,000 0 年会費・定時総会々費・新年互礼会々費
２ 助 成 金 200,000 200,000 0 愛媛県神社庁より
３ 寄 付 金 1,300,000 1,350,000 50,000 県内神職寄付金
４ 雑 収 入 2,423 1,568 △ 855 預金利子他
５ 繰 越 金 787,577 748,432 △ 39,145 平成28年度より

歳入合計 2,990,000 3,000,000 10,000

項　目 本年度予算額 本年度決算額 増減（△減） 付　　　　記
１ 会 議 費 700,000 631,860 △ 68,140 定時総会・役員会・新年互礼会・地区協役員会・監査会他
２ 研 修 教 化 760,000 710,153 △ 49,847 観月神楽・慰問神楽・新年研修会・各種研修参加助成他
３ 事 業 費 200,000 156,600 △ 43,400 参拝啓発ポスター
４ 広 報 費 400,000 307,832 92,168 若竹66号／67号作製費及び発送費・HP管理費
５ 事 務 費 150,000 110,316 △ 39,684 事務用品・寄付金其の他振替手数料
６ 備 品 費 10,000 0 △ 10,000
７ 旅 　 費 320,000 320,000 0 神青協総会・神青協役員旅費補助・神青協臨時総会
８ 慶 弔 費 80,000 29,384 50,616 慶弔金・電報代
９ 分 担 費 280,000 268,000 △ 12,000 神青協及び地区協醵出金・各種友好団体年会費
10 交 通 費 50,000 50,000 0 会長手当
11 雑 支 出 10,000 300,000 △ 290,000 特別会計へ
12 予 備 費 30,000 0 △ 30,000

歳出合計 2,990,000 2,884,145 △ 105,855

項　目 前年度予算額 本年度予算額 増減（△減） 付　　　　記
１ 会 議 費 700,000 670,000 △ 30,000 定時総会・役員会・新年互礼会・地区協役員会・監査会他
２ 研 修 教 化 760,000 800,000 40,000 観月神楽・慰問神楽・新年研修会・各種研修参加助成他
３ 事 業 費 200,000 200,000 0 参拝啓発ポスター頒布事業
４ 広 報 費 400,000 370,000 △ 30,000 若竹68号／69号作製費及び発送費・HP管理費
５ 事 務 費 150,000 150,000 0 事務用品・寄付金其の他振替手数料
６ 備 品 費 10,000 10,000 0
７ 旅 　 費 320,000 330,000 10,000 神青協定時総会・神青協出向役員旅費補助
８ 慶 弔 費 80,000 80,000 0 慶弔金・電報代
９ 分 担 費 280,000 300,000 20,000 神青協及び地区協醵出金・各種友好団体年会費
10 交 通 費 50,000 50,000 0 会長手当
11 雑 支 出 10,000 10,000 0
12 予 備 費 30,000 30,000 0

歳出合計 2,990,000 3,000,000 10,000

単位：円

単位：円

単位：円

単位：円

平成29年4月10日
監事　清家　貞文 
監事　田内　逸知

平成29年4月18日

歳入合計　￥3,632,577

歳入合計　￥3,000,000

歳出合計　￥2,884,145

歳出合計　￥3,000,000

差引残高　￥748,432

差引残高　￥0

愛媛県神道青年会　会長　十亀　雅史　提出
上記の通り相違ない事を認めます。

愛媛県神道青年会役員会　提出

今期は再発足45周年です。記念事業や記念式典を開催します。
沢山の御参加をお待ちしております。
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平
成
二
十
九
年
度
　
活
動
計
画

四
月　
　
　

十
日　
　

平
成
二
十
八
年
度
会
計
監
査
報
告
会	

【
東
雲
神
社
】

　
　
　
　

十
八
日　
　

第
一
回
　
役
員
会	

【
吹
揚
神
社
】

　
　
　

二
十
六
日　
　

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
十
九
回
定
例
総
会	

【
神
社
本
庁
】

五
月　
　

三
十
日　
　

榊
に
想
ひ
を
込
め
て	

【
愛
媛
県
神
社
庁
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
回
　
役
員
会	

【
　
仝
　
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
発
足
四
十
五
周
年
奉
告
祭	

【
　
仝
　
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
六
回
定
時
総
会	

【
　
仝
　
】

六
月　
　
　

五
日　
　

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
回　

役
員
会
・
顧
問
会	

【
徳
島
県
】

　
　
　
　
　

八
日　
　

第
三
回
　
役
員
会	

【
三
島
神
社
】

　
　
　
　

十
四
日　
　

記
念
米
作
り
・
御
田
植
祭	
【
伊
予
郡
松
前
町
】

　
　
　

二
十
七
日　
　

記
念
米
作
り
・
こ
ろ
が
し
（
草
抜
き
）作
業	

	
	

【
伊
予
郡
松
前
町
】

七
月　
　
　

一
日　
　

会
報「
若
竹
・
第
六
十
八
号
」発
刊

八
月　
　

十
七
日　
　

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　
　
　

～
十
八
日　
　

総
会
並
び
に
研
修
会	

【
高
知
県
】

　
　
　
　

三
十
日　
　

神
道
青
年
全
国
協
議
会	

【
神
社
本
庁
】

　
　

～
三
十
一
日　
　

平
成
二
十
九
年
度　

夏
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
回
　
役
員
会	

【
東
予
】

九
月　
　
　

四
日　
　

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
十
回
神
道
行
法
錬
成
会	

【
伊
方
町
・
八
幡
神
社
】

　
　
　
　
　

五
日　
　

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
回　

役
員
会	

【
八
幡
浜
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
イ
ト
ー
】

　
　
　
　

二
十
日　
　

記
念
米
作
り
・
抜
穂
祭	

【
伊
予
郡
松
前
町
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー
発
送
作
業	

【
愛
媛
県
神
社
庁
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
回
　
役
員
会	

【
中
予
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
十
五
回
観
月
神
楽
の
夕
べ	

【
日
尾
八
幡
神
社
】

十
月　
　
　
　
　
　
　

第
六
回
　
役
員
会	

【
南
予
】

十
一
月
二
十
五
日　
　

三
島
森
田
両
烈
士
追
悼
慰
霊
祭	

【
愛
媛
縣
護
國
神
社
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
七
回
　
役
員
会	

【
東
予
】

十
二
月　
　
　
　
　
　

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会	

【
香
川
県
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
回　

役
員
会	

【　

仝　

】

一
月　
　
　

一
日　
　

会
報「
若
竹
・
第
六
十
九
号
」発
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
回
　
役
員
会	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
研
修
会
・
新
年
互
礼
会	

【
　
仝
　
】

二
月　
　
　
　
　
　
　

第
九
回
　
役
員
会

三
月　
　
　
　
　
　
　

第
十
回
　
役
員
会

　
　
　
　
　

七
日　
　

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　
　
　

～
八
日　
　

平
成
二
十
九
年
度　

中
央
研
修
会	

【
長
崎
県
】

　
　
　

二
十
九
日　
　

再
発
足
四
十
五
周
年
記
念
式
典	

【
国
際
ホ
テ
ル
松
山
】

＊（
日
時
未
定
）　　
　

記
念
米
作
り
・
草
抜
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
媛
の
太
鼓
～
映
像
記
録
保
存
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
慰
問
神
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
親
睦
研
修
会
・
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
五
県
青
年
神
職
会
・
神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
合
同
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
青
年
神
職
会
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
時
局
問
題
へ
の
即
応

●
そ
の
他
、
日
程
等
は
役
員
会
に
て
議
案
審
議

今回「趣味人」「それいけ！二足のわらじ」は休載です。
次号を目指し、皆様のご様子をお聞かせ下さい。
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金
．
貳
拾
萬
圓
也

	

愛
媛
県
神
社
庁　

殿

【
東
予
】

金
．
壹
拾
萬
圓
也

　

石
鎚
神
社	
武 
智　

正 

人　

殿

金
．
伍
萬
圓
也

　

大
山
祇
神
社	

三 
島　

喜 

德　

殿

金
．
参
萬
圓
也

　

神
社
庁	

 

新 

居　

支 
部　

殿

　

弓
削
神
社	

 

川 

原 

啓
三
郎　

殿

金
．
壹
萬
伍
阡
圓
也

　

今
宮
神
社	

佐 

藤 

伊
都
男　

殿

　

石
岡
神
社	

越 

智　

基 

晃　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

　

熊
野
神
社	

田 

邊　
　

 

捷　

殿

　

橘
新
宮
神
社	

髙 

橋　

佳 

幹　

殿

　

玉
生
八
幡
神
社	

平 

田　
　

 

彰　

殿

　

嘉
母
神
社	

石 

川 

雅
司
郎　

殿

　

荒
木
八
幡
大
神	

 

松 

本　

恒 

夫　

殿

　

高
尾
神
社	

玉 

井　

忠 

素　

殿

　

三
嶋
神
社	

越 

智　

静 

治　

殿

　

村
山
神
社	

榊 

田 

嘉
津
雄　

殿

　

周
敷
神
社	

井 

上　

初 

美　

殿

　

三
島
神
社	

馬 

越　

晴 

通　

殿

　

大
西
神
社	

及 

川　

徹 

也　

殿

　

綱
敷
天
満
神
社	

菅　
　

 

利 

之　

殿

　

大
島
八
幡
神
社	

矢 

野　

秀 

綱　

殿

　

三
嶋
神
社	

堀 

川　

泰 

規　

殿

　

三
島
神
社	

大 

西　

元 

宣　

殿

　

須
賀
神
社	

藤 

原　

豁 

博　

殿

　

別
宮
大
山
祇
神
社	

髙 

田　

康 

成　

殿

　

高
濱
八
幡
神
社	

亀 

山　

和 

麿　

殿

　

原
八
幡
大
神
社	

矢 

野　

敬 

陽　

殿

　

大
浜
八
幡
大
神
社	

桧 

垣　

壮 

次　

殿

　

綾
延
神
社	

森　
　

 

正 

康　

殿

　

徳
威
神
社	

桐 

野　

正 

信　

殿

　

大
井
八
幡
大
神
社	

櫛 

部　

浄 

文　

殿

　

八
幡
神
社	

福 

田　

友 

徳　

殿

　

潮
早
神
社	

浅 

海　

宜 

英　

殿

　

吹
揚
神
社	

田 

窪  　

  

久　

殿

　

多
伎
神
社	

沼 

﨑　

守 

文　

殿

　

姫
坂
神
社	

沼 

﨑　

守 

文　

殿

　

矢
矧
神
社	

田 

窪　

吉 

典　

殿

　

白
山
神
社 	

大 

岡　

忠 

臣　

殿

　

萩
岡
神
社	

大 

岡　

忠 

徳　

殿

　

伊
曽
乃
神
社	

堀 

川　

修 

巧　

殿

　

喜
多
浦
八
幡
大
神
神
社	

馬 

越　

祥 

穂　

殿

金
．
伍
阡
圓
也

　

橘
八
幡
大
神
社	

馬 

越　

將 

文　

殿

　

八
幡
大
神
社	

安 

藤　

史 

典　

殿

　

土
居
神
社	

矢 

野 

耕
一
郎　

殿

　

奈
良
原
神
社	

竹
之
内
紀
久
江　

殿

　

保
内
八
幡
神
社	

中 

島 

佳
代
子　

殿

　

八
幡
宮	

合 

田　

正 

士　

殿

　

濵
上
神
社	

宮 

本    　

基　

殿

　

碇
掛
天
満
宮	

小 

池　

清 

史　

殿

　

石
清
水
八
幡
神
社	

芥 

川　

 　

亮　

殿

金
．
参
阡
圓
也

　

八
幡
神
社	

竹 

内　
　

 

啓　

殿

【
中
予
】

金
．
壹
拾
萬
圓
也

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社 　
　

長
曽
我
部
延
昭　

殿

金
．
伍
萬
圓
也

　

愛
媛
縣
護
國
神
社	

額 
田　

照 

彦　

殿

金
．
参
萬
圓
也

　

神
社
庁	

松
山
支
部　

殿

金
．
貳
萬
九
阡
圓
也

　

神
社
庁	

伊
予
支
部　

殿

金
．
貳
萬
圓
也

　

嚴
島
神
社	

柳 

原　

 　

宰　

殿

　

伊
豫
稲
荷
神
社	

星 

野　

暢 

廣　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

　

三
嶋
大
明
神
社	

大 

内　

正 

人　

殿

　

桑
原
八
幡
神
社	

石 

丸　

剛 

司　

殿

　

還
熊
八
幡
神
社	

玉 

井　

次 

明　

殿

　

忽
那
島
八
幡
宮	

大 

宮　

信 

篤　

殿

　

日
尾
八
幡
神
社	

三
輪
田　

  

純　

殿

　

生
石
八
幡
神
社	

中 

西　

祐 

司　

殿

　

波
賀
部
神
社	

武 

智　

彰 

宏　

殿

　

井
手
神
社	

横 

田　

貞 

子　

殿

　

高
縄
神
社	

玉 

井　

利 

明　

殿

　

國
津
比
古
命
神
社	

井 

上　

忠 

史　

殿

　

風
早
大
神
宮	

正 

岡　

重 

岩　

殿

　

雄
郡
神
社	

高 

市　

誠 

司　

殿

　

伊
佐
爾
波
神
社	

野 

口 

光
比
古　

殿

　

正
八
幡
神
社	

重 

松　

    

讓　

殿

　

正
友
神
社	

武 

知　

盛 

晃　

殿

　

八
幡
神
社	

小 

野　

哲 

也　

殿

　

三
島
神
社	

髙 

市       

誠　

殿

　

勝
岡
八
幡
神
社	

武 

智　

輝 

子　

殿

　

金
刀
比
羅
神
社	

大 

谷　

伸 

二　

殿

　

客
王
神
社	

二 

神　

良 

昌　

殿

　

浮
嶋
神
社	

相 

原　

宗 

正　

殿

　

湊
三
嶋
大
明
神
社	

渡 

部　

定 

詔　

殿

　

高
忍
日
賣
神
社	

後 

藤　

正 

宜　

殿

　

日
吉
神
社	

都
子
野 

清 

紀　

殿

　

神
社
庁	

久 

万　

支 

部　

殿

金
．
伍
阡
圓
也

　

若
宮
八
幡
神
社	

三 

好　

捷 

三　

殿

　

天
満
神
社	

武 

智　

成 

保　

殿

　

德
威
三
嶋
宮	

別 

府　

賴 

房　

殿

　

金
刀
比
羅
神
社	

山 

下　

幸 

志　

殿

　

正
八
幡
神
社	

権
名
津 

卓 

久　

殿

　

三
島
神
社	

芥 

川　
　

 

幹　

殿

　

三
島
神
社	

髙 

市　

俊 

次　

殿

　

阿
沼
美
神
社	

大 

内　

將 

通　

殿

平
成
二
十
八
年
度  

助
成
寄
付
御
芳
名

※
順
不
同
に
て
掲
載
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す

御 

助 
成

御 

寄 

付

今年度も親睦会、研修会等の事業を計画中です！
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伊
曾
能
神
社	

武 

市　

盛 

幸　

殿

　

廣
田
神
社	

武 

智　

盛 

明　

殿

　

櫛
玉
比
賣
命
神
社	

井 

上　

貞 

人　

殿

　

三
島
神
社	

玉 

井　

貞 

臣　

殿

　

諸
山
積
神
社	

武 

智　

佳 

子　

殿

　

八
坂
神
社	

都 

築　

芳 

憲　

殿

　

立
石
神
社	

都 

築　

芳 

憲　

殿

　

新
田
神
社	

都 

築　

芳 

憲　

殿

　

新
田
八
幡
神
社	

都 

築　

芳 

憲　

殿

　

高
家
八
幡
神
社	

都
子
野 

清 

明　

殿

　

當
田
八
幡
神
社	
額 

田　

照 

彦　

殿

　

神
社
庁	
東
温
支
部　

殿

金
．
参
阡
圓
也

　

三
島
神
社	

武 
智　

仁 

志　

殿

　

住
吉
神
社	

辻 
田　

正 
明　

殿

　

天
満
神
社	

新 

藤　

昭 
重　

殿

　

素
鵞
神
社	

水 

地　

明 
彦　

殿

【
南
予
】

金
．
七
萬
圓
也

　

和
霊
神
社	

三
輪
田 

泰 

生　

殿

金
．
参
萬
圓
也

　

神
社
庁	

宇
和
支
部　

殿

金
．
貳
萬
圓
也

　

三
島
神
社	

田 

中　

清 

之　

殿

　

神
社
庁	

八
西
支
部
八
幡
浜
分
会　

殿

　

八
幡
神
社	

常
磐
井 

守 

興　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

　

三
嶋
神
社	

和 

氣　

利 

雄　

殿

　

八
幡
神
社	

阿 

部　

康 

茂　

殿

　

宇
都
宮
神
社	

伊 

達　

亨 

朝　

殿

　

神
明
神
社	

宮 

本　

勝 

弘　

殿

　

大
元
神
社	

井 

上　

正 

博　

殿

　

総
社
大
明
神
社	

森 

本　

隆 

夫　

殿

　

神
社
庁	

 

南
宇
和
郡
支
部　

殿

　

神
社
庁	

宇
和
島
支
部　

殿

　

三
島
神
社	

一 

宮　

康 

人　

殿

　

八
幡
神
社	

是 

沢 

美
久
雄　

殿

　

龍
王
神
社	

今 

城　

速 

人　

殿

　

三
島
神
社	

吉 

田　

充 

邦　

殿

　

八
幡
神
社	

常
磐
井 

守 

道　

殿

　

三
柱
神
社	

梅 

川　

俊 

一　

殿

金
．
伍
阡
圓
也

　

春
日
神
社	

宮 

田       

昭　

殿

　

三
島
神
社	

菊 

地　

宣 

之　

殿

　

太
郎
大
明
神
社	

佐
々
木 

文 

雄　

殿

　

賀
茂
神
社	

上 

甲　

一 

則　

殿

　

明
間
神
社	

梅 

原　

康 

孝　

殿

　

稲
荷
神
社	

野 

島　

節 

夫　

殿

　

天
満
神
社	

宮 

本　

稚 

秋　

殿

　

三
島
神
社	

三 

瀬　

高 

徳　

殿

　

岡
森
神
社	

寺 

谷　

秀 

彦　

殿

　

諏
訪
神
社	

石 

村    　

聖　

殿

　

天
満
神
社	

岡 

本　

荒 

侍　

殿

金
．
参
阡
圓
也

　

河
内
神
社	

大 

川　

祥 

次　

殿

　

三
島
神
社	

横 

山　

和 

郎　

殿

　

湯
嶋
天
神
社	

菊 

池　

國 

興　

殿

金
．
貳
萬
圓
也

　

石
鎚
神
社	

武 

智　

正 

人　

殿

金
．
壹
萬
圓
也	

愛
媛
県
神
社
庁　

殿

　

神
社
庁	

松
山
支
部　

殿

　

嚴
島
神
社	

柳 

原 　
　

宰　

殿

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	

長
曽
我
部
延
昭　

殿

　

和
霊
神
社	

三
輪
田 

泰 

生　

殿

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	
長
曽
我
部
昭
一
郎　

殿

　

風
伯
神
社	
井 

上 

千
賀
司　

殿

　

早
虎
神
社	
立 
野　

好 

仁　

殿

　

八
幡
神
社	
清 
家　

貞 

宏　

殿

　

湊
三
嶋
大
明
神
社	

渡 
部　

定 

詔　

殿

　

高
忍
日
賣
神
社	

後 

藤　

正 
宜　

殿

　

朝
日
八
幡
神
社	

田 

内　

一 
弘　

殿

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	

眞 

鍋　

豊 
孝　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

	

愛
媛
県
神
社
庁　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

	

神
道
政
治
連
盟
愛
媛
本
部　

殿

　

愛
媛
祖
國
と
靑
年
の
会	

越 

智　

敏 

雄　

殿

金
．
伍
阡
圓
也

　

愛
媛
県
議
会
議
員	

明 

比　

昭 

治　

殿

　

愛
媛
県
議
会
議
員	

森 

髙　

康 

行　

殿

　

愛
媛
県
議
会
議
員	

三 

宅　

浩 

正　

殿

金
．
参
阡
圓
也

	

御 

縞 

こ
ず
え　

殿

金
．
貳
萬
圓
也

　

八
幡
神
社	

清 

家　

貞 

宏　

殿

　

石
鎚
神
社	

武 

智　

正 

人　

殿

金
．
壹
萬
圓
也

	

愛
媛
県
神
社
庁　

殿

　

神
社
庁	

松
山
支
部　

殿

　

嚴
島
神
社	

柳 

原 　

   

宰　

殿

　

石
鎚
神
社	

十 

亀　

興 

美　

殿

　

和
霊
神
社	

三
輪
田  

泰
生　

殿

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社	

長
曽
我
部
昭
一
郎　

殿

　

湊
三
嶋
大
明
神
社	

渡 

部　

定 

詔　

殿

　

周
敷
神
社	

井 

上　

初 

美　

殿

　

朝
日
八
幡
神
社	

田 

内　

一 

弘　

殿

　

櫛
玉
比
賣
命
神
社	

井 

上　

貞 

人　

殿

　

八
幡
神
社	

渡 

部　

太 

輔　

殿

金
．
伍
阡
圓
也

	

愛
媛
県
女
子
神
職
会　

殿

　

客
王
神
社	

二 

神　

良 

昌　

殿

御
賛
同
の
上
御
寄
付
を
賜
り
深
謝
致
し
ま
す

会 

長　

十
亀　

雅
史

第
四
十
五
回
定
時
総
会
　
御
　
祝

新
年
互
礼
会
　
御
　
祝

第
三
十
三
回
観
月
神
楽
の
夕
べ
　
御
　
祝

三
島
森
田
両
烈
士
追
悼
四
十
五
周
年
慰
霊
祭
玉
串
料

青年会活動に御理解戴き、過分なる御厚意を頂戴いたしましたこと、
重ねて厚く御礼申し上げます。　役員・会員一同
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会
則
に
よ
り
卒
会
の
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
先

輩
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

伊
豫
豆
比
古
命
神
社　

禰
宜
（
第
十
三
代
会
長
）

　
長
曽
我
部　
信　
弥
　
様

八
幡
神
社　

禰
宜
（
第
十
四
代
会
長
）

　
清
　
家
　
貞
　
文
　
様

東
雲
神
社　

宮
司
（
元
副
会
長
）

　
田
　
内
　
逸
　
知
　
様

石
鎚
神
社　

権
禰
宜
（
第
十
五
代
会
長
）

　
十
　
亀
　
雅
　
史
　
様

伊
豫
豆
比
古
命
神
社　

権
禰
宜
（
元
理
事
）

　
渡
　
邊
　
　
　
平
　
様

浮
嶋
神
社　

禰
宜　

相
　
原
　
宗
　
仁
　
様

大
洲
神
社　

禰
宜　

谷
　
本
　
祥
　
信
　
様

八
幡
神
社　

権
禰
宜

　
常
磐
井
　
　
歩
　
様

三
島
神
社　

権
禰
宜

　

仙
　
波
　
千
　
穂
　
様

伊
豫
稲
荷
神
社　

権
禰
宜

　

中
　
矢
　
恭
　
子
　
様

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
尚
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
益
々
の

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
西
神
社　
　
　

禰　

宜　
　

及
川
翔
一
朗

　

瀧
神
社　
　
　
　

権
禰
宜　
　

近
藤　

大
仁

　

八
雲
神
社　
　
　

権
禰
宜　
　

近
藤　

真
琴

　

白
山
神
社　
　
　

権
禰
宜　
　

大
岡　

裕
美

　

周
敷
神
社　
　
　

権
禰
宜　
　

井
上　

忠
勅

　

周
敷
神
社　
　
　

権
禰
宜　
　

井
上　

八
尋

　

多
賀
神
社　
　
　

禰　

宜　
　

中
西　

由
大

　

宇
氣
洲
神
社　
　

権
禰
宜　
　

相
原　

宗
尭

　

高
忍
日
賣
神
社　

権
禰
宜　
　

後
藤　
　

蘭

　

八
幡
神
社　
　
　

禰　

宜　
　

菊
池　

崇
史

新
た
な
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

長
年
に
亘
り
当
会
の
ご
活
躍
に
ご
尽
力
賜
り
ま

し
て
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
員
一
同

【
日
時
】平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
日（
水
・
先
負
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
よ
り
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
一
日（
木
・
仏
滅
）

【
会
場
】神
社
本
庁

【
日
時
】平
成
三
十
年
三
月
七
日（
水
・
友
引
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
日（
木
・
先
負
）

【
日
時
】平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
日（
水
・
友
引
）

【
会
場
】伊
予
郡
松
前
町

【
日
時
】平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日（
金
・
仏
滅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分 

開
演

【
会
場
】日
尾
八
幡
神
社

【
日
時
】平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日（
土
・
大
安
）

【
会
場
】愛
媛
縣
護
國
神
社

【
日
時
】平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日（
木
・
友
引
）

【
会
場
】国
際
ホ
テ
ル
松
山

（
日
時
未
定
）

〇
記
念
米
作
り
・
草
抜
き　

○
慰
問
神
楽

○
会
員
親
睦
研
修
会
・
交
流
会

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
Ｈ
Ｐ
等
に
も
お
知
ら
せ

し
て
ま
い
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】平
成
二
十
九
年
八
月
十
七
日（
木
・
先
勝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
日（
金
・
友
引
）

【
会
場
】高
知
県　

得
月
楼

【
日
時
】平
成
二
十
九
年
九
月
四
日（
月
・
友
引
）

【
会
場
】八
幡
神
社（
西
宇
和
郡
伊
方
町
三
崎
鎮
座
）

青
年
会
御
卒
業

新
入
会
員
紹
介
（
順
不
同
）

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
行
事
案
内

中
央
研
修
会
　
行
事
案
内

愛
媛
県
神
道
青
年
会
　
行
事
案
内

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
　
行
事
案
内

夏
期
セ
ミ
ナ
ー

開
催
場
所
　
長
崎
県
佐
世
保
市

記
念
米
作
り
・
抜
穂
祭

観
月
神
楽
の
夕
べ

三
島
森
田
両
烈
士
追
悼 

慰
霊
祭

再
発
足
四
十
五
周
年 

記
念
式
典

第
二
十
三
回
定
例
総
会
・
研
修
会

第
二
十
回
神
道
行
法
練
成
会

ホームページアドレス　http://www.ehimeshinsei.net/　　


